
特定非営利活動法人風雷社中

2018年度事業報告書
2018年4月1日 から 2019年3月31日まで

1事業実施の方針
(1)障害を持つ人への支援事業

○当事者が必要とするサービスの提供が社会を変えていく

「支援の一触化｣を基本として事集展開を進めていく。

①支援事業風:fUu

シニア､若者､外国人をはじめ､未経験者を導入する事に重点を伍き
『支援の一般化｣を進めていく

､外国にルーツを持つ高校卒業､中退の若者の導入を試行できたか？

→検討会まで進んだが実施できず

､既存支援者への研修を進め､理念の共有をはかれたか？

→個別での支援対応について面談の実施を増やした

.事業圏域の拡大をすすめられたか？

→圏域については変わらず

｡増収をはかれたか？

→はかれず

､ケースワークスキルの強化をはかれたか？

→はかれず

◆成果:(

O利用者数(登録ペース):当初97名から期末94名

○登録支援者数(稼働ベース):当初66名から期末69名

・利用者:引越や地方施設入所で登録ベースとしては初めて減少となった

･支援者:微増ではあるが年間として雇用者はもっと多く､長年勤めていたペテラン含め13名が退職。

内10名は1年間稼働が続かなかったとして､定着率導入コストに課題がある。

○重度知的障害者自立生活支援の支援体制( 入済）

･Fさん:安定傾向に向かっている支援体制だが磐石ではない

物件引き払いのため7月に引っ越し

･Sさん:風:fUuからは1名導入だが､以降の導入が進まず

＊メイン支援者1名が年度内で抜け､以降は 週2回をカバーしている

＊有資格者､夜勤対応可能者は依然増えていない

○支援事業紅のコンサルティング:( 入済）



業務ツール移行のためグループウェアSTOCK導入支援を行った。

2018年10月より毎月のルーテインな会溌設定を行い､都度出席し状況の把握やアドバイスに努めている。

経営状況としては年間通しては一部赤字が出たが､常勤レベルの人員を2名雇用していたことが影響しているので運営
そのものとしては問題ない｡新年度に入り2名とも退職することになった。

○｢ガイドヘルパーから始めよう｣キャンペーン:( 記入済）

・アースデイ東京でのブース展開(3回目）

・ガイドヘルパー漫画の配布をメインにPR活動をメインに配布は2日間で約400部を達成した。
※昨年度は配布部数100部にも満たなかったため4倍増。

◆課題（

O支援者について

・退職者が多く､導入コストを回収できないまま退職してしまうケースが多い。

その分補充人員も新たに入職しているが続かないためコストがかかってしまう。
→事業拡大していく状況が作りにくくなっている

・ニート･フリーター枠で来た若者が数名いたが､メンタル不良などで退職。

法人事業である若者支援の難しさを感じる。

○利用者ニーズへの対応について

・一定のケースは登録支援者でほぼ対応できるようになってきているが、

支援対応が難しいケースへの支援者導入が進まない

・新規利用は停滞気味｡受けられない状態が続いているため

O支援中のトラブル：

・複数事業所でかかわっている自立生活支援ケースの虐待通報あり｡聴取と訪問が2月頃あった。

○自立支援協議会への参画

:相談支援部会

②相麟をめぐる■険(

1計画相談：

・10件｡前年度11件｡1名が群馬県のグループホームに入所で終了。

に進捗確認会譲継続してもらった。

・訪問等の状況把握はまめにできているが､報告書作成が遅れる傾向。

・新規契約は行わなかった。

2基本相談：

○Aさん：

.ほぼ毎日連絡あり､定期的に面談｡伴走継続。

OBさん：



・自立生活は安定。

。｢自立支援ミーティング｣は1回開催。

・個別支援会議･ビアカウンセリング等との連携整理はできていない。
○Cさん：

．その後近本人から連絡なし､後追いできていない。

○Dさん：

・保健師､病院との関係悪く､精神､ペインクリニック共に病院は変更。

・計画相談も相談員変更の必要あり(行政､本人との関係うまく築けず）

3補助者投入による業務整理

・進捗管理: ランティア

・請求: 予定するも勤務調整つかず未実施

4地域での相談支援体制への参画

・自立支援協議会相談支援部会の運営に注力。

・部会構成大幅に変更した今年度までで退任予定。

・相談支援連絡会の体制作りに注力。

5当事者エンパワメントの環境作り

・着手できなかった。

6課題のその後：

○指導検査で指摘された事項のその後

・給付の本人への通知:通知フォーマットまだ

・サービス担当者会議の開催:可能な限り実施

。決められた期間ごとのモニタリングの実施:それなりにできた

○請求業務

請求できなかった請求期限にかかるものも出ている可能性あり

7新たな課題

・業務休止と利用者の引き継ぎ

③TRANSITYARD運営=重度知的障害者の自立生活支援(

支援の提供にとどまらず､当事者の周辺にｺﾐｭﾆﾃｨを構築していくことに主眼を置き活動する。

･YARD入居者会議(2階入居者と風雷､ 母､COLORSでの会議体)を6回開催しました｡毎月の開催
には至らず。

→2019年7月にトランジツトヤードについては完全撤退｡ 新物件に引っ越し･
COLORSは蒲田新スペースに移転して稼働予定。



3者でのシェアプロジェクトは終了。

･その他ﾌｧﾐﾘｰ･グループカンファレンス以降は今年度も特に動きなし

「障害者をめぐる相談ハンドブック｣新日本法規出版と弁護士と で原稿協力

④計画的に障害者支援に必要な学習活動をおこなう。

内部研修の実施､外部研修への参加をする

研修参加状況に関して

その他(

･緊急一時保護事業への協力

法人としての登録契約は廃止

移動支援で契約している利用者の利用を調整している

。所有車両による移送(無償）

天候不順時と本人不穏時

(2)ニート･フリーター･ダブルワーク支援事集

○多彩で敷居の低いｲペﾝﾄの開催を通じてSOCねlな働き方に関心のある人たちと接点を作る事に重点
①TRANSITCAFE*Colors運営

･障害福祉にとらわれない多彩なイベント実施を通じ､様々な人たちとの緩やかなネットワークを構築｡その
繋がりの中から､ニート･フリーターからの障害支援の仕事へのシフトと定着や､ダブルワーカーとして通常の
仕事以外に障害支援の仕事に関わる人を生み出していく。

実際の事業運営に関してはバリアフリー社会人サークルColorsに委託。

②その他

･居宅介護事業所起業支援(

支援事業風fUuに関わりのある若者が居宅介護事業所を起業する場合に資金面､アドバイス等の支援を
する｡→新規希望者や準備中の人はいない。

･生活困窮者の実態と支援状況の学習→2018年度も行えていない(

(3)地域ネットワーク化支援事案(他団体との連携）

｢支援の一殻化｣を進めていく為に､他団体との連携､協力を中心に､地域での障害福祉活動.NPO活動等と
の地域ネットワーク化を支援していく。

①HASUNUMA-BASE運営

｢じゃりかふえ等地域活動やNPO活動など拠点を必要とする事業や活動に対して場所の提供をする｡」

｡じゃりかふえの今後について(

廃止｡法人事業ではないが機能としては東蒲田に移転。



･2021年(2019年契約更新が最終)までに立ち退きの予定。

②連携団体(活動）

･大田おもちゃライブラリーじゃりかふえ(HASUNUMA-BASEを活動拠点）

障害の有無を問わずに子どもたちが参加のできる居場所･イベントの実施を通じて､身近な地域の中にイン
クルーシブな拠点を構築する｡風雷社中は拠点提供と人員提供を中心に協力を図る。

･バリアフリー社会人サークルColors(XTransitCafe*Colorsの委託）

･インターネットラジオOpenSession(HASUNUMA-BASEを活動拠点）
活動休止中

③協力団体(活動）

･大田区障害者権利条例案を作る会(賛助等）

学習会実施や会運営に対しての支援をする。

が会員として参加､会費は風雷から出している

･DETフォーラム

HASUNUMA-BASEを法人所在地として使用。

DET普及になどについて､業務委託契約を交わし協力。

･大森コラボレーション

が理事として参加｡会費は個人負担。

･メイジャマクレ

三浦市での健康スローピッチソフトボールを共催

④加盟組織

･大田区自立支援連絡会

一毎月の参加や事務局は 担当｡2018年7月に大田フオーラムにて人材不足に関する学習会

2019年2月に移動支援に関する学習会を居宅ネットと合同で開催(

･相談支援連絡会おおた

･大田障害者連絡会

･大田NPO活動団体交流会

･おおた市民活動推進機構

･長寿社会文化協会(WAC)

⑤地域で協力関係にある機関･団体

･自立支援協謹会

･とちの実作業所､OCnet､レガートおおた､大田ネットワーク､こやていの存続を求める会

･カフェレガート(閉店）

･大田区、目黒区､三浦市､伊勢崎市



･アースデイ東京実行委員会

･レバーランド･PIZZALAND,佐々木商店SSKBBQ･ﾐｰﾄホープ

･にこまる二代目･三代目、Bassy7､ちバル､ ､里､豚番長

担当スタッ

(4)障害福祉啓発事集※風雷単独事業

①ガイドヘルパーが足りないキャンペーンの開催

･NPO法人はちくりうす･NPO法人たんぽぽの会･合同会社朱紅

･組織体制の再構築を予定していたが秋以降に定期的な打ち合わせを設けられず活動実績はアースデイイ
ベントの活動のみ。

②重度知的障害者の自立生活支援報告会等の活動報告会(

･12月24日transityard の記録を実施

③DETフォーラムとの事業連携(DETの実施)(

④HP･Blogの運営

･ホームページはリニューアルし風雷内部の運用に変更

⑤Twitter･Facebookの活用

⑥その他

(5)介穫人材の育成に関する事集

ガイドヘルパー養成講習の開催年6回を予定

※スタッフ

担当スタッ

◆成果：

｡年間5回実施126名

･受講料500円～1000円

◆課題：

｡講師の体制強化

･予算確保

･広報

･修了者の支援者登録への流れ作り

･受講者人数に合わせた研修当日スタッフ(利用者家族を含む)の配置

･助成金事業の実施体制が脆弱



(6)その他

○三浦事務所(1)～(5)の主に広域な展開に関する事業と三浦半島での障害福祉事業の展開(半島過疎
地域の障害福祉等による活性化）

･健康スローピッチソフトボール大会と練習会の実施(三浦市､大田区の高齢者対象）
･三浦市での障害平等研修実施とネットワーク化

･三浦市､横須賀市のボランティア団体､障害当事者､支援者との連携構築

○差別を許さない社会づくり､および人権擁護のネットワークと障害福祉領域の連携
・沖縄差別を許さない活動

体調不良により休止中

・移住者の権利擁護と多文化共生にむけた活動

が移住者と連帯する全国ネットワークの事務局に参加中

2事業の実施に関する事項

特定非営利活動に係る事業

事業名

内容 実施

日時

実施

場所
事
人

従
者
の
数

受益対象者

の範囲及び

人数

支出額

(千円）

(1)

障害を持
つ人への

支援事業

①支援事業風：
fUu

②相談をめぐる冒
険

③TRANSITYARD

運営

2018年4月1日

から

2019年3月31日

大田区及び

その周辺地

域､その他

(伊勢崎市

等）

100名 障害を持つ

人4000人(の

べ人）

59514

(2)

ニートフ

ﾘーターダ

ブルヮー

ク支援事

業

①TRANSITCAFE

*Colors運営･改

装

②KAMATA･

JUNCTION

③その他

2018年4月1日

から

2019年3月31日

大田区及び

その周辺地

域

5名 ニート･フリー

ターなどの若

者1,000人

(のべ人）

1600

(3)

地域ネット

ワーク化

支援事業

①HASUNUMA-B
ASE運営

②連携団体(活
動）

③協力団体(活
動）

④加盟組織

⑤その他

2018年4月1日

から

2019年3月31日

大田区及び

その周辺地

域

5名 不特定多数

の地域一般

の方々

0



(4)

障害福祉

啓発

①ガイドヘルパーが

足りないキャンペー

ンの開催

②重度知的障害者

の自立生活支援報

告会等の活動報告
一
琴

④HP･BIogの運営

⑤Twitter･

Facebookの活用

2018年4月1日

から

2019年3月31日

大田区及び

その周辺地

域

6名 不特定多数
の地域一般

の方々

2183

(5)介篭

人材の育

成に関す

る事業

①ガイドヘルパー

養成講習の開催

年6回

2018年4月1日

から

2019年3月31日

大田区及び

その周辺地

域

3名 不特定多数

の地域一般

の方々

2414

(6)その

他

三浦半島での

障害福祉事業

の展開のため

の準備

2018年4月1日

から

2019年3月31日

三浦市及び

その周辺地

域

1名 不特定多数

の地域一般

の方々

1618



式第13号(法第28条関係）

平成30年度活動計算書

平成30年4月1 日から 平成31年3月31 日まで

特定非営利活動法人風雷社中
(顔イゥ．画､

科目 金額
l騒爾収盃

1受取会費

正会員受取会愛
2受取寄附金

受取寄附金

3§事桑収益
障害者支擾事業

障害福祉啓発事菓
介瞳人材の育成に関する事業

4 受取利息

経常収益計

Ⅱ経常費用
1事菓費

(1)人件長
給与手当

法定福利費
福利厚生費

人件費計
(2)その他経費

研修畳(鱗習会等）

移動交通畳

事菓所費

菓務委託賛

通侭費

消耗品費
地代家賃

その他経受計
事粟費計

2管理費

(1)人件費
給与手当

法定福利費

福利厚生費

業務婆庇費

人件費計

(2)その他経費
通信費

水道光熟畳
地代家賃

旅費交通費

広告宣伝蟹
接待交際費

会雄武

消耗品疑

修絡焚

保険料

公租公課

賭会費

支払い手数料
管理賭畳

支払利息

その他経費計

管理費計

経常掻用計

当期経常地減額

Ⅲ経常外収益

経常外収益計

Ⅳ経常外費用

経常外費用計

税引前当期正味財産増減額

法人税､住民税及び事業税
当期正味財産増減額

前期織越正味財産額

ﾘ次期縁越正味財産額

9,000

150,000

76.454.063
1,205‘236

194,000

38

58,052,332

4,246‘739

2.900

62.301.971

147,298

948,623

518,095

1.263.716

100,400

610,920

1,560,000

5,149.052

1,166.635

491,680

1,824,000

3,842,107

7,240

10,500

36,895

1,901,544

128.536

429,268

100,903

760500

6220576

7230600

81,334

11.443.318

78.012.337

67.451.023

11.443.318

78.012.337

78.894.341

(882,004)
(2.438,309）

(3－320．3131



書式第15号（法第28条関係）

)_OIも年度貸借対照表
特定非営利活動法人風雷社中

△2438309

△882004

△3320313

==Z」 』上味厩

前期繰越正財

当期正味財産

味財産合副

】 負債及ひ 床財産告

差 ■
・
・ 今 額 ﾉI， キ ・ ・合計

L 、』 輿唾" 面p

【A】資産合計①＋② 14,464,914

15399

74150C

Lごー1』 亘恒囚鄙

負

劃定負債

1241722

536800C



（法第28乗閣個

】1Hヨ

目甲沽剛孟人 苗社耳

1． 重要な会計方針

早吾頚の作厩Iま、 NPQ猛人壷E

棚卸資産の評価基準及び解価

験当なし

科目
瞳害者支授車典

ﾆｰﾄﾌﾘｰﾀ一W
ﾜｰｸ支授車粟

地域ｷｯﾄﾜｰｸ
化事案

障害福祉啓発
事案

介厘人材の岡成

に閲する事案
その他目的違成
のために必要な事

業
事業部門計 管理部門 合計

I経常収益

1． 受取会畳

2． 受取寄附金

3． 障害者事案収入

4． その他事粟収入

障害者支援事案収入

5． 受取利息収入

DET収入

経常収益計

Ⅱ経常費用

(1)人件費

給料手当

法定福利費

福利厚生費

人件蟹計

(2)その他経費
薬務委託費

研修費

移動交通費

事業賭費

通侭壁

水道光熱費

旅費交通費

広告宣伝費

接待交際費

会塗蟹

消耗品費

修繕費

地代家賃

保険料

租税公課

諸会費

支払い手数料

管理諸費

減価償却費

支払い利息

その他経費計

経常費用計

当期経常増減額

71,106,952

4,148‘381

1,198,730

76,454,063

54,487,082

3,988,038

2,900

58.478,020

147,298

771368

118,095

1,036,761

59,514,781

4000000

1,200,000

1.600‘OOO

1.600.000

1,205,236

1,205,236

1,010,250

70.717

1.080,967

863,229

177,255

10,400

51,824

1,102.708

2,183,675

194,000

194.000

1,355,000

99,726

1,454.726

400,487

559,096

959,583

2,4140309

1,200,000

88,258

1‘288,258

900O00

240,000

330.000

1.618.258

71,106,952

4,型20381

1,198,730

77.853.299

58,052,332

4.246.739

2.900

62,301,971

1.263.716

147,298

948,623

518,095

100,400

610,920

1,560,000

5.149.052

67,451,023

9.000

150.000

38

159,038

1.166,635

491,680

3,842,107

7,240

100500

360895

1,901,544

128‘536

1,8240000

429,268

100,903

76,500

622.576

723,600

81.334

11,443,318

11.443.318

9,000

1500000

71,106,952

4,3420381

1,198,730

38

1,205,236

78.012‘337

58,052,332

4,246,739

2,900

62.301.971

1,263,716

147,298

948,623

518,095

1,267,035

491,680

3.842,107

7,240

100500

36,895

2,512,4“

128,536

3,384,000

429,268

100,903

760500

622,576

723.600

81,334

16,592,370

78,894,341

-882.004



3． 施設の提供等の物的サービスの受入の内駅

該当なし

4． 使途等が制約された寄附金等の内訳

肢当なし

5． 固定資産の増減内訳

肢当なし

6． 借入金の増減内訳

鮫当なし

7． 役員及びその近親者との取引の内容

肢当なし

8． その他特定非営利活動法人の資産､負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らかにするために必要な事項

．事粟費と管理費の按分方法

人件畳は従事割に応じて各事菓へ配分｡その他経畳は直接経費はそれぞれの事集へ､間接経費は管理部門へ集約。

・その他の事粟に係る資産の状況

鮫当なし



書式第17号（法第28条関係）

犀~報~吾司
2018年度財産目録

特定非営利活動法人風雷社中

程 ロ 金 蝿 ﾉI， 計 舎 齢

【

【A】資産合計①＋②

弓負倍合計 ・ ・ ・の

【B－1】負債合計③＋④

【B－2】正味財産合計 【A】－【B－1】
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濁 匡3【】垂

】 日生

/|以 刀、‐■■

役

名
氏 名 住所又は居所 就任期間 報酬を受けた

期 間

理事

ナカムラカズト

シ

中村和利

2018年4月1日

～2019年3月31

日まで

なし

理事

タナカヨウスケ

田中庸介
2018年4月1日

～2019年3月31

日まで

なし

理事

シノハラジュン
．

篠原純子

2018年4月1日
～2019年3月31

日まで

なし

理事

ニワノ タクト

庭野拓人
2018年4月1日

～2019年3月31

日まで

なし

監事

ミズサワヒジリ

水澤聖
2018年4月1日

~2019年3月31

日まで

なし
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氏 名 住所又は居所

1
中村和利

2 田中庸介

3 篠原純子

4 水澤聖

5
竹嶋聡

6
庭野拓人

7
茂野俊哉

8
中野眞弓

9
長嶋葉子

1

0

鈴木優

１
１
友情佳央理

1

2

大小原有希子



氏 名 住所又は居所

■
●

1

3
野田隆

１
４
山田悠平


